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預金・貸出金について
　預金積金残高は、3月末より1,125億円
増加し2兆6,729億円となりました。貸出金
残高は、地域の皆さまが抱える課題の解決に
積極的に取り組んだ結果、3月末より328億円
増加し、1兆368億円となりました。内訳を
みると、事業性のご融資は330億円増加
しましたが、個人のお客さまのご融資はわずか
に減少しました。今後もさらに数多くのお客さま
の課題解決に取り組んでまいります。

損益について
　市場金利の低下を受けて貸出金利息や
預け金利息が減少したこと、外貨建外国
証券運用残高の増加などを受けて外貨資金
調達コストが増加したことを主な要因として
「業務粗利益」は前年同期比12億円減少の
242億円、「業務純益」は前年同期比16億円
減少の33億円となりました。一方で「臨時
損益」は、貸倒引当金戻入益の計上及び
株式等売却益の増加などにより、前年同期比
14億円の増加となりました。
　その結果、「経常利益」は前年同期比1億円
減少の53億円、「当期純利益」は前年同期比
1億円減少の37億円となりました。

有価証券について
　資金運用については、各種リスク管理を
行ったうえで、国内の債券を中心に株式や
外国証券等に分散投資し、安定した運用を
心がけています。
　株価は上昇しましたが、国内外の金利上昇
に伴う債券価格の下落などにより、保有有価
証券の評価益は246億円となりました。

不良債権について
　前向きに事業に取り組むお客さまの悩み
や課題を共有し、解決することが、たましん
の目指す不良債権への取り組みです。その
取り組みの効果が表れ、お客さまの業況も
徐々に改善方向にあります。今後もお客さま
のさらなる課題解決・業況改善のため、
金融面・非金融面の幅広い支援を積極的に
行ってまいります。

●預金積金残高 ●貸出金残高

（単位：百万円）●損益の状況
科　目

業務粗利益
  うち資金利益
  うち役務取引等利益
  うちその他業務利益
一般貸倒引当金繰入額 ※1
経費 
業務純益 
  コア業務純益
臨時損益
  うち貸倒引当金戻入益 ※2
  うち個別貸倒引当金繰入額
経常利益
当期純利益

平成27年12月期
（平成27年4月1日～12月31日）

25,528
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●有価証券の種類別残高内訳
　（平成28年12月末現在）

●有価証券の評価差額
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（単位：億円）

合   計

合計
1兆1,544億円

合計
1兆1,544億円

その他
4,278億円
37.05%

その他
4,278億円
37.05%

国債
1,595億円
13.82%

国債
1,595億円
13.82%

地方債
2,386億円
20.67%

地方債
2,386億円
20.67%

株式
173億円
1.50%

株式
173億円
1.50%

社債
3,110億円
26.94%

社債
3,110億円
26.94%

たましんの平成28年12月末の不良債権は579億円ですが、このうちの77.46％は担保・保証や貸倒引当金によって
保全されています。残りの22.53％にあたる130億円についても、自己資本により、全額カバーされています。
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●債権総額と内訳

平成28年
3月末

平成28年
12月末

不良債権比率
6.44%
不良債権比率
6.44%

合計1兆95億円合計1兆95億円
正常債権 9,444億円

危険債権 568億円危険債権 568億円
破産更生債権及び
これらに準ずる債権 82億円破産更生債権及び
これらに準ずる債権 82億円

不良債権総額
650億円
不良債権総額
650億円

不良債権比率
5.58%
不良債権比率
5.58%

合計1兆392億円合計1兆392億円
正常債権 9,812億円

危険債権 509億円危険債権 509億円
破産更生債権及び
これらに準ずる債権 70億円破産更生債権及び
これらに準ずる債権 70億円

不良債権総額
579億円
不良債権総額
579億円

※1

※2

※3

有価証券の種類別残高は期末日における取得
原価等であり、貸借対照表計上額と異なります。
有価証券の評価差額は、期末日における取得
原価等と時価等の差額です。
右記の「その他」は、外国証券および投資信託等です。

※個人のお客さまへのご融資には、個人事業者向け
住宅資金・消費資金等が含まれます。

※1

※2

※3

※4

金融再生法開示債権は、貸出金のほか、外国為替、
債務保証見返、仮払金、未収利息、たましんが保証
する私募債を対象にしています。
債権残高は、倒産・延滞や決算期の到来等の事象の
発生の都度、実施された自己査定結果に基づいています。
自己査定で無価値または回収不能と判断された債権に
ついては部分直接償却予定額として、平成28年12月末
の「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」から、19億円
を控除しています。
要管理債権の残高はありません。

表紙：ふるさと多摩/福生

お客さまとともに

「ふる
さと多摩」の未来へ

2016.12
たましんレポート

［平成2 8年4月1日～平成2 8年1 2月3 1日］
TAMASHIN REPORT

ベースサイドストリート

福生七夕まつり

○本誌に掲載している計数は、発表日現在において入手可能な情報に基づいています。また、会計監査人の監査を受けていません。
○本誌では、原則として単位未満（構成比等の比率については表示した数値未満）を切り捨てのうえ表示しています。従って項目ごとを合計した場合、合計を表示している欄等との
数値が一致しない場合があります。

※1
※2
平成27年12月期の「一般貸倒引当金繰入額」の△表示は戻入です。
平成28年12月期は、一般貸倒引当金繰入額と個別貸倒引当金繰入額の合計が戻入超過となったため、臨時収益に「貸倒引当金戻入益」として計上しています。

2兆6,729億円2兆6,729億円2兆5,603億円2兆5,603億円
1兆368億円1兆368億円1兆40億円1兆40億円

前期比 +328億円
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理事長からのごあいさつ

　日ごろより＜たましん＞をご愛顧いただき
まして、誠にありがとうございます。12月までの
私たちの取り組みとその結果をご報告いたします。
多摩地域でも今後、AIやIoT、フィンテックと
いう言葉に代表される様々な技術の高度化に
より、新たな産業が誕生してくることが考えられ
ます。その中でも、＜たましん＞は、今まで以上に
長期的な視点で、
地域社会の発展と
お客さまの幸せづくり
のために全力を注い
でまいります。今後も
変わらぬご愛顧の
ほどよろしくお願い
申し上げます。

　福生市は都心から西へ約４０キロに位置しており、
JR福生駅を中心として市全域に市街地が広がって
おり、横田基地に面した国道１６号沿いには横文字の
看板やアメリカンな店構えなど異文化の香りがする
町並みを持つ一方、多摩川をはじめとする豊かな自然
や江戸時代から続く2つの造り酒屋があり、歴史を
しのばせるたたずまいがあります。
　また、春には「ふっさ桜まつり」、夏には「福生ほたる
祭」「福生七夕まつり」など祭りの魅力にあふれたまち
でもあります。
　2020年のオリンピック実施の年には市政50周年を
迎え、福生七夕まつりも第70回の節目の年となります。
　未来に向かって夢を持ち、ずっと住み続けたい活力
と賑わいのあるまちづくりを目指してまいります。

2

1

3

「福生七夕まつり」は、昭和
26年にスタートした福生
の夏の風物詩。
福生市には歴史のある蔵元
が2つあり、近年、日本酒を
通じてインバウンドなど
観光振興および消費拡大
を目指すプロジェクトが進行
している。
国道16号線横田基地前
（ベースサイドストリート）に
沿う商店街は、異国的な
雰囲気をもった店が軒を
連ねる。

1

2

3

たましんは、地域の課題解決インフラとしての役割を果たしています。

警視庁第八方面区内の
警察署と「特殊詐欺対策に
関する覚書」を12月19日に
締結しました。お客さまが
振り込め詐欺等の被害に
遭うことなく、安全に安心
して暮らせるように、警察署
との連携を強化し、被害
防止に努めていきます。

暮らしの安全

警視庁第八方面区内警察署と「特殊詐欺対策に関する覚書」締結

調印式

第14回を迎えた多摩ブルー・グリーン賞には123件ご応募いただき、
最優秀賞に株式会社ブルー・スターR&D（多摩ブルー賞）、金澤建設
株式会社（多摩グリーン賞）、ほか優秀賞6件、奨励賞17件および
特別賞 2件を
決定し、12月
14日に表彰式
を行いました。

第14回多摩ブルー・グリーン賞

企業の成長に向けた様々な支援

表彰式

じっくり相談・あんしんサポート

すまいるプラザでお客さまの関心が高いセミナーを開催
すまいるプラザでは、マイナス金利や年金制度の改正など、大きく
変化する金融経済情勢の中でお客さまの関心が高い話題について、
タイムリーにセミナー
を開催しました。平日
夕方や休日にもお客さま
のご相談を承っています。

すまいる特別企画「資産運用セミナー」

資産運用をより便利に

12月1日より、「投信インターネットサービス」の
取扱いを開始しました。ご自宅などのパソコン
から投資信託の購入、売却、資産残高や取引明細
の照会が可能となり、投資信託がより便利に
お取引いただけるようになりました。

投信インターネットサービス開始

たましん
投信インターネットサービス

次世代への承継支援

事業承継を行った先代社長や
後継者の経験談が聞ける「事業
承継サロン」を、調布市・多摩市と
連携して開催しました。講演後、
参加者が取り組みや課題について
意見交換し、自社の事業承継に
ついて考える場となりました。

事業承継サロン開催

事業承継サロン

～このまちが好き 夢かなうまち 福生～
ふるさと多摩 福生

福生市長　加藤 育男

  多摩地域の持続的な
繁栄・発展とくらしの安定

充実した暮らしのお手伝い

11月28日より、団体信用生命保険（団信）のラインナップが充実
しました。就業不能団信、3大疾病団信のほか、がん団信および引受
条件が緩和されたワイド団信を追加し、たましんで住宅ローンを
ご利用いただく方の「あんしん」の選択肢を広げました。

団体信用生命保険ラインナップ拡充

多摩地域のアマチュアゴルファー
No.1を決定する「多摩カップ」決勝
大会を、11月18日、八王子カントリー
クラブで開催しました。地区大会
参加者2,011名の中から勝ち上がった
120名が熱戦を繰り広げました。

多摩カップ決勝大会開催

決勝大会表彰式

たましんの
お客さま

多摩地域の活性化

お客さまの幸せづくり

地域の皆さまからのご支持・ご信頼
課題解決サポートネットワーク
お客さまの事業や地域経済の
さらなる繁栄、文化の向上に
幅広く取り組んでいます

たましんビジネスサービス株式会社
たましんリース株式会社
多摩保証株式会社
地域経済研究所

たましん法人総合サービスBOB

多摩らいふ倶楽部

公益財団法人たましん地域文化財団

お客さまの声を
活かすしくみ

お客さまの声を糧に、
よりよいサービスをめざして

事業者の
お客さま

地方公共団体、
商工団体、NPO、

コミュニティ・ビジネス

個人の
お客さま

お客さまの
声をカタチに

ご意見・
ご要望

たましん

理事長

写真提供 福生市

12月5日、八王子四谷支店をリニューアルオープンしました。窓口
を増設し、すまいるカウンターを含めすべて座ってお手続きできる
カウンターとし、より相談しやすい店舗を目指しました。また、太陽光
発電、ＬＥＤ照明など
省エネ設備を導入し、
環境に配慮した店舗
となっています。3日間
にわたるオープン感謝
デーには約5,000名
のお客さまにご来店
いただきました。

八王子四谷支店リニューアルオープン

オープニングセレモニー

店舗機能の充実

11月25日、電気通信大学で
開催し、映画・映像技術に
関連する企業20社にご参加
いただきました。企業や大学
が各々の取り組みや事業課題
について講演し、マッチング
の可能性について情報交換
しました。

「映画のまち調布」映画・映像技術シンポジウム開催

シンポジウムの様子

地域ネットワークを活かして

の課題解決・ ・事業所 個人 地域社会

自治体と連携した創業支援

多摩地域で創業希望者の
夢を実現する取り組みと
して、自治体と連携し創業セミナーや創業塾を開催しました。創業
に必要な「経営」「財務」「販路拡大」「人材育成」を体系的に学べる
創業塾や各種テーマによる創業セミナーを開催し、参加者同士の
ネットワークづくりの一助となりました。そのほか、様々な創業に
関する個別のご相談にもお応えしました。

日野市、武蔵村山市、
福生市、国分寺市にて
創業セミナー・
創業塾開催

こくぶんじ創業塾日野市アート＆
ビジネスセミナー
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預金・貸出金について
　預金積金残高は、3月末より1,125億円
増加し2兆6,729億円となりました。貸出金
残高は、地域の皆さまが抱える課題の解決に
積極的に取り組んだ結果、3月末より328億円
増加し、1兆368億円となりました。内訳を
みると、事業性のご融資は330億円増加
しましたが、個人のお客さまのご融資はわずか
に減少しました。今後もさらに数多くのお客さま
の課題解決に取り組んでまいります。

損益について
　市場金利の低下を受けて貸出金利息や
預け金利息が減少したこと、外貨建外国
証券運用残高の増加などを受けて外貨資金
調達コストが増加したことを主な要因として
「業務粗利益」は前年同期比12億円減少の
242億円、「業務純益」は前年同期比16億円
減少の33億円となりました。一方で「臨時
損益」は、貸倒引当金戻入益の計上及び
株式等売却益の増加などにより、前年同期比
14億円の増加となりました。
　その結果、「経常利益」は前年同期比1億円
減少の53億円、「当期純利益」は前年同期比
1億円減少の37億円となりました。

有価証券について
　資金運用については、各種リスク管理を
行ったうえで、国内の債券を中心に株式や
外国証券等に分散投資し、安定した運用を
心がけています。
　株価は上昇しましたが、国内外の金利上昇
に伴う債券価格の下落などにより、保有有価
証券の評価益は246億円となりました。

不良債権について
　前向きに事業に取り組むお客さまの悩み
や課題を共有し、解決することが、たましん
の目指す不良債権への取り組みです。その
取り組みの効果が表れ、お客さまの業況も
徐々に改善方向にあります。今後もお客さま
のさらなる課題解決・業況改善のため、
金融面・非金融面の幅広い支援を積極的に
行ってまいります。

●預金積金残高 ●貸出金残高

（単位：百万円）●損益の状況
科　目

業務粗利益
  うち資金利益
  うち役務取引等利益
  うちその他業務利益
一般貸倒引当金繰入額 ※1
経費 
業務純益 
  コア業務純益
臨時損益
  うち貸倒引当金戻入益 ※2
  うち個別貸倒引当金繰入額
経常利益
当期純利益

平成27年12月期
（平成27年4月1日～12月31日）

25,528
24,275
1,757
△ 504
△ 367
20,846
5,049
4,681
519
ー
612
5,565
3,819

平成28年12月期
（平成28年4月1日～12月31日）

24,232
24,820
1,701

△ 2,288
ー

20,852
3,380
3,598
1,997
154
ー

5,374
3,716

増減額
△ 1,295

545
△ 56

△ 1,783
367
5

△ 1,669
△ 1,082
1,477
154

△ 612
△ 191
△ 103

●有価証券の種類別残高内訳
　（平成28年12月末現在）

●有価証券の評価差額

有価
証券

株式
債券
その他

増減

評価
差額

評価
差額

評価
差額時価等取得

原価等

65

198

49

314

173

7,092

4,278

11,544

261

7,239

4,290

11,791

87
146
12
246

22
△ 52
△ 37
△ 67

平成28年
12月末

平成28年
3月末

（単位：億円）

合   計

合計
1兆1,544億円

合計
1兆1,544億円

その他
4,278億円
37.05%

その他
4,278億円
37.05%

国債
1,595億円
13.82%

国債
1,595億円
13.82%

地方債
2,386億円
20.67%

地方債
2,386億円
20.67%

株式
173億円
1.50%

株式
173億円
1.50%

社債
3,110億円
26.94%

社債
3,110億円
26.94%

たましんの平成28年12月末の不良債権は579億円ですが、このうちの77.46％は担保・保証や貸倒引当金によって
保全されています。残りの22.53％にあたる130億円についても、自己資本により、全額カバーされています。

0（億円） 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000 8,000 9,000 10,000 11,000 12,000
●債権総額と内訳

平成28年
3月末

平成28年
12月末

不良債権比率
6.44%
不良債権比率
6.44%

合計1兆95億円合計1兆95億円
正常債権 9,444億円

危険債権 568億円危険債権 568億円
破産更生債権及び
これらに準ずる債権 82億円破産更生債権及び
これらに準ずる債権 82億円

不良債権総額
650億円
不良債権総額
650億円

不良債権比率
5.58%
不良債権比率
5.58%

合計1兆392億円合計1兆392億円
正常債権 9,812億円

危険債権 509億円危険債権 509億円
破産更生債権及び
これらに準ずる債権 70億円破産更生債権及び
これらに準ずる債権 70億円

不良債権総額
579億円
不良債権総額
579億円

※1

※2

※3

有価証券の種類別残高は期末日における取得
原価等であり、貸借対照表計上額と異なります。
有価証券の評価差額は、期末日における取得
原価等と時価等の差額です。
右記の「その他」は、外国証券および投資信託等です。

※個人のお客さまへのご融資には、個人事業者向け
住宅資金・消費資金等が含まれます。

※1

※2

※3

※4

金融再生法開示債権は、貸出金のほか、外国為替、
債務保証見返、仮払金、未収利息、たましんが保証
する私募債を対象にしています。
債権残高は、倒産・延滞や決算期の到来等の事象の
発生の都度、実施された自己査定結果に基づいています。
自己査定で無価値または回収不能と判断された債権に
ついては部分直接償却予定額として、平成28年12月末
の「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」から、19億円
を控除しています。
要管理債権の残高はありません。

表紙：ふるさと多摩/福生

お客さまとともに

「ふる
さと多摩」の未来へ

2016.12
たましんレポート

［平成2 8年4月1日～平成2 8年1 2月3 1日］
TAMASHIN REPORT

ベースサイドストリート

福生七夕まつり

○本誌に掲載している計数は、発表日現在において入手可能な情報に基づいています。また、会計監査人の監査を受けていません。
○本誌では、原則として単位未満（構成比等の比率については表示した数値未満）を切り捨てのうえ表示しています。従って項目ごとを合計した場合、合計を表示している欄等との
数値が一致しない場合があります。

※1
※2
平成27年12月期の「一般貸倒引当金繰入額」の△表示は戻入です。
平成28年12月期は、一般貸倒引当金繰入額と個別貸倒引当金繰入額の合計が戻入超過となったため、臨時収益に「貸倒引当金戻入益」として計上しています。

2兆6,729億円2兆6,729億円2兆5,603億円2兆5,603億円
1兆368億円1兆368億円1兆40億円1兆40億円

前期比 +328億円
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